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第4章　民　ੜ　費
第１節　社会෱ࢱ費

1　社会෱ࢱ総務費
（1）社会福祉協議会支援事業

社会福祉の増進を図るため、社会福祉法人富士宮市社会福祉協議会に運営費として、3,685万1,000円を
補助しました。

（2）生活困ځ者支援事業
生活困ځ者の自立を支援するため、相談者の身体的、精神的、家庭的問題等を分析し、個々の実情に

応じた支援プランを策定しました。
この支援プランに基づき、家計管理能力及び就労に必要な基礎能力の向上を図り、生活困ځ状態から

の脱却に向けた包括的・継続的支援を行いました。
ア　委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

自立相談支援事業 生活困ځの原Ҽを分析し、本人に適
した自立プランを策定する。 16,659,000 社会福祉法人富士宮市社会福祉協議会 随 意 契 約

家計改善支援事業 家計管理に特化した自立プランを策
定し、家計収支全体の改善を図る。 9,720,000 社会福祉法人富士宮市社会福祉協議会 随 意 契 約

就労準備支援事業
生活習慣の改善、一般知識の習得等
により、就労に向けた基礎能力の向
上を図る。

12,600,000 NPO法人青少年就労支援ネットワーク静岡 随 意 契 約

一時生活支援事業
住居を失った生活困ځ者に一時的な
居所と食事を提供し、安定した生活
を営むための就労活動を支援する。

1,530,000 NPO法人POPOLO 随 意 契 約

子どもの学習・
生 活 支 援 事 業

生活困ځ世帯の子どもに居場所を提
供するとともに、学習支援を行い、
高校進学等将来における選୒ࢶの幅
を広げる。

8,250,000 NPO法人青少年就労支援ネットワーク静岡 随 意 契 約

イ　扶　助
離職等により住居を失うおそれがある人に対して、住居確保給付金を支給することにより、住居及

び就労機会の確保に向けた支援を行いました。
給付件数　67件　給付金額　1,422万3,400円

成果等
就労支援対象者64人のうち、35人が一般就労を果たしています。
また、子どもの学習・生活支援事業に参加した中学3年生9人の全員が高等学校などに進学しました。

2　࿝人෱ࢱ費
（1）高齢者保護事業
ア　ા　置
老人福祉法に基づき、65歳以上の高齢者で自宅での養護を受けることが困難な人を入所ા置し、福

祉の増進に努めました。
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施 設 の 名 称 令和元年度末
人 数（ 人 ）

令 和 2 年 度
入所人数（人）退所人数（人）年度末人数（人）ા置費（円）

市立養護老人ホーム
長 生 園 50 5 6 49 127,273,907

古宇養護老人ホーム
遊 法 ԓ（ 沼 津 市 ） 8 4 1 11 19,290,465

合 計 58 9 7 60 146,564,372
イ　委　託
施 設 の 名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

高齢者生活支援ハウス
家族からの援助を受けることが
困難な高齢者を一定期間施設に
宿泊させ、生活支援を行う。

6,779,000 社会福祉法人
富士宮福祉会 随 意 契 約

（2）在宅福祉事業
高齢者が住み慣れた地域で生活を継続するための支援として、次のサービスを行いました。

区 分 概 要 費用額（円） 実 施 方 法

は り・ き Ύ う
マ ッ サ ー ジ
料 金 助 成

70歳以上の高齢者、身体障害者手帳
1・2級所持者に対し、はり・きΎう
マッサージ料金を助成する。

印刷製本費	 92,400
手数料	 72,000
負担金補助及び交付金
	 1,882,000

訪 問 理 美 容
サ ー ビ ス 事 業

在宅要援護者に対する訪問理美容サー
ビスを実施する。 委託料	 112,200

静岡県美容業生活
衛生同業組合
静岡県理容生活衛
生同業組合

৸ 具 洗 ୕ 乾 燥
消 毒 サ ー ビ ス

৸具の衛生管理のできない人の支援とし
て৸具の洗୕乾燥消毒サービスを行う。 委託料	 122,760 静岡県クリーニング生活衛生同業組合

ホームセキュリティ
システム設置事業

一人฻らしの高齢者等の居宅にホーム
セキュリティシステムを設置するとと
もに、その使用料を助成する。

使用料及び௞借料
	 2,193,856

エスピトーム㈱
㈱ザ・トーカイ
富士通ソーシャルラ
イフシステムズ㈱

合 計 4,475,216

（3）家族支援事業
高齢者を介護する家族等の支援のため、৸たきり老人等介護手当を支給し、৸たきり老人等の福祉の

増進を図りました。
対 象 者　48人（令和2年度末現在）
事業内容　	在宅の৸たきり老人又は認知症高齢者の介護者に対し、月額5,000円の介護手当を支給する

ことにより、その労をͶぎらう。
支 給 額　303万5,000円

（4）地域づくり推進事業
老人クラブ活動費補助金
老人クラブは、令和2年度末現在53クラブがあり、2,503人が加入しています。
その活動費に対し、435万7,000円を補助しました。

老会実施事業ܟ（5）
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ܟ老の日の行事として市内各区等が例年開催しているܟ老

会は中止となりましたが、市内各区等による記念品等の配布を支援し、77歳以上の高齢者1万6,671人に
対し、長年の労をͶぎらいました。



−57−

また、100歳の஀生日を迎えた高齢者44人と最高齢の男女2人に対し、長寿を祝福しました。
区 分 金　　　額　　　（円）

ܟ 老 会 実 施 交 付 金 60,015,600
最 高 齢 者 等 の 記 念 品 代 等 2,260,000

合 計 62,275,600

（6）シルバー人材センター支援事業
高齢者の生きがいや就労機会の確保を通じ、高齢者の生活の充実を支援するため、公益社団法人富士

宮市シルバー人材センターに1,169万9,000円を助成しました。

（7）地域介護福祉空間整備事業
老人福祉施設整備費補助金
介護施設における感染症の感染拡大防止対策を実施した事業者に対し、補助金を交付しました。	
なお、補助金は、2事業者に対し311万7,000円を交付しました。
（令和元年度繰越明許費繰越分）
利用者の安全を確保するため、防災改修等を実施した事業者に対し、補助金を交付しました。	

なお、補助金は、1事業者（2事業所）に対し、908万6,000円を交付しました。

（8）市単独事業費補助金
介護職員初任者研修費補助金
介護職員初任者研修の受講者に受講料の一部を補助し、介護事業所等における介護ै事者の人材確保

及び育成を支援しました。なお、補助金は、6人に対し19万4,170円を交付しました。

（9）介護保険低所得者利用者負担額軽減ા置事業
社会福祉法人利用者負担軽減対策補助金
低所得のため生計が困難な者の介護サービス・介護予防サービス等に係る利用者負担を軽減した社会

福祉法人に対し、補助金を交付しました。

法 人 名 施 設 名 等 補助対象経費（円） 補 助 金（ 円 ）
社会福祉法人富士ް生会 シャローム富士川 432,078 119,000
社会福祉法人富士宮福祉会 星 の 郷 2,228,135 768,000
社会福祉法人富士ް生会 富 士 宮 ૳ 3,005,947 1,250,000
社会福祉法人岳南ް生会 高 原 ૳ 704,551 158,000
社会福祉法人天ཽް生会 し ら い と 5,508,219 2,238,000
社会福祉法人富士宮市社会福祉協議会 社会福祉協議会 60,191 24,000
社会福祉法人湖成会 ඦ ܙ の 郷 2,418,676 863,000
社会福祉法人湖成会 月 の あ か り 648,553 130,000
社会福祉法人Ը心会 か り ん の 家 1,582,829 538,000
社会福祉法人美๕会 風 の ై 177,896 75,000
社会福祉法人清ঝ会 白 扇 ֳ 55,020 21,000

合 計 16,822,095 6,184,000
減 ໔ 対 象 者 188人

成果等
生計困難者の介護サービス等の利用を促進しました。
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3　総合෱ࢱ会館費
（1）施設の利用状況（開館日数　292 日）

施設名
区分

安藤記念
ホ ー ル

ふれあい
ロ ビ ー 創 作 室 調 理

実 習 室
第 1
会 議 室

第 2
会 議 室

第 3
会 議 室

大 広 間
（1）

大 広 間
（2）

利用人数（人） 8,911 2,920 2,532 322 7,712 3,546 4,461 324 274

施設名
区分 対 局 室 和 室 団 体

活 動 室 1
団 体
活 動 室 2

なかよし
ル ー ム

くつろぎ
の ౬

よみがえ
ル ー ム 合 計

利用人数（人） 784 1,664 1,505 1,438 0 3,571 811 40,775

（2）指定管理者による管理

名 称 概 要 金額（円） 指 定 管 理 者

総合福祉会館管理運営業務 管理運営 96,394,715 社会福祉法人富士宮市社会福祉協議会

成果等
平成18年度から指定管理者制度を導入し、地域福祉活動事業を積極的に行っている社会福祉法人富士宮

市社会福祉協議会が指定管理者として管理・運営に当たっています。新型コロナウイルスの感染拡大に伴
い、施設の一部の使用を制限したため利用者は例年にൺべ減少しました。

（3）総合福祉会館給水ポンプユニット取替修繕
総合福祉会館の給水設備の安定稼働のため、次のとおり修繕を行いました。

修　繕

名 称 概 要 金額（円） 受 注 者 契 約 方 法

総 合 福 祉 会 館 給 水
ポンプユニット取替修繕

経年劣化に伴う
部 品 交 換 修 繕 1,287,000 株 式 会 社

小野田総合設備 指名競争入札

成果等
給水ポンプユニットの予防保全として部品交換を実施したことで、ಥ発的なނ障のリスクが軽減されま

した。

4　ো֐者෱ࢱ費
（1）障害者手帳交付状況

身体障がい（児）者、知的障がい（児）者又は精神障がい者に対する各種の援助及び制度を受けやす
くするために各種障害者手帳の交付を受けている者は、それぞれ次のとおりです。
ア　身体障害者手帳

障害区分
区　　分 視覚障害 聴覚・平ߧ

機 能 障 害
音声・言語
機 能 障 害

ࢶ 体
不 自 由 内 部 障 害 合 計

交 付 人 数（ 人 ） 305 384 65 2,373 1,498 4,625

上記のうち令和 2 年度
交 付 人 数（ 人 ） 26 26 5 86 153 296
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イ　療育手帳

等 級 交 付 人 数（ 人 ） のうち令和ࠨ 2年度交付人数（人）
A　（　重　　度　） 408 5
B　（　中・軽度　） 805 23
合 計 1,213 28

ウ　精神障害者保健福祉手帳

等 級 交 付 人 数（ 人 ） のうち令和ࠨ 2年度交付人数（人）
1級 46 9
2級 453 57
3級 256 48

合 計 755 114

（2）一般諸経費
移動制約者通院等助成金

名 称 内 容 対象人数（人） 補助（助成）金額（円）

移動制約者通院等助成金
重度心身障がい者等が通院及び公共機
関への用務のためタクシーを利用した
場合に小型タクシー基本料金を助成	
（年24回を限度とする。）

166 1,057,830

（3）心身障害者扶養共済制度運営事業

名 称 内 容 対象人数（人）補助（助成）金額（円）
心身障害者扶養共済制度
掛 金 補 助 金 扶養共済制度掛金の3分の1を補助 13 746,130

心身障害者扶養共済制度
年 金 交 付 金 扶養共済制度加入者死亡に伴う年金 50 14,320,000

（4）施設整備事業
民間事業者が行う社会福祉施設整備に対し補助金を交付し、社会福祉の増進を図りました。

施 設 名 補助金額（円） 助 成 年 度 補助総額（円）
東 海 ウ イ ン グ ラ イ ト ㈱
放課後等デイサービス CSesciUa 148,000 令和2年	 148,000

（5）重度障害者（児）医療費助成事業
重度障がい者に対し、次のとおり医療費を助成しました。

名 称 内 容 延べ人数（人） 助成金額（円）

重度障害者医療費助成金 医療保険で受けた医療費の自ݾ負担分
を助成 24,192 221,021,751

（6）医療費助成事業
精神障がい者の保護義務者に対し、次のとおり医療費の一部を助成しました。

名 称 内 容 延べ人数（人） 助成金額（円）

精神障害者医療費助成金 3か月以上入院した精神障がい者の保護義
務者に対し、自ݾ負担分の2分の1を助成 1,608 26,531,512
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（7）福祉手当支給事業
身体障害者手帳1級及び2級の一部の者並びに知的障がい者又は精神障がい者で、常に介護を必要とす

る状態にあると認められるものに対し、次のとおり手当を支給しました。

名 称 月 額（ 円 ） 延べ人数（人） 金 額（ 円 ）
経 過 的 福 祉 手 当 14,880 24 356,760
特 別 障 害 者 手 当 27,350 1,454 39,730,900
障 害 児 福 祉 手 当 14,880 482 7,164,420

合 計 1,960 47,252,080

5　ো֐者ཱࣗ支援費
（1）障害福祉サービス事業

障害の状態等により介護、知識・技能の習得、更生、常時介護を要する養護等が必要な障がい（児）
者に対し、次のとおり給付しました。

名 称 内 容 延べ人数（人） 金額（円）

居 宅 介 護 居宅において、入浴、排せつ、食事等の介護、家事に係る
支援、通院等の介助を行う。 1,622 88,638,190

重 度 訪 問 介 護
体不自由ࢶ以上のຑᙺがあり常時介助を要する重度のࢶ2
者に対し、居宅にて入浴、排せつ、食事等の介護、外出時
における移動中の介護を行う。

5 77,059

同 行 援 護
視覚障害により、移動にஶしい困難を有する人に移動に必
要な情報の提供（代筆・代読を含む。）、移動の援護等の
外出支援を行う。

369 11,365,896

行 動 援 護 自ݾ判断能力がܽけている障がい児者が行動する際に生ず
る危険回避のための援護、外出時支援を行う。 66 5,580,713

療 養 介 護
（ 医 療 を 除 く。）

医療を必要とする障がい者に対し、医療機関で機能訓練、
療養上の管理、看護、介護及び日常生活上の世話を行う。 300 78,056,500

生 活 介 護
主に日中、障がい者施設にて、入浴、排せつ、食事等の介
護を行うとともに、創作的活動、生産活動の機会を供与す
る。

3,193 687,283,154

短 期 入 所
介護する人が病気等の場合に、施設にて短期間の入所が必
要となる障がい児者に対し、入浴、排せつ、食事等の介護
を行う。

254 14,418,554

重 度 障 害 者
等 包 括 支 援

全てにຑᙺがあり、常時介助を要する意思ૄ通が困難ࢶ4
な障がい者に対し、居宅介護やその他のサービスを包括的
に行う。

0 0

施 設 入 所 支 援 生活介護、自立訓練又は就労移行支援の対象者に対し、主
に夜間、入浴、排せつ、食事等の介護を行う。 1,911 249,862,123

自 立 訓 練
（ 機 能 訓 練 ）

地域生活を営む上で身体機能・生活能力の維持、向上のた
めの支援を要する身体障がい者に対し訓練等を供与する。 7 849,322

自 立 訓 練
（ 生 活 訓 練 ）

自立した地域生活を営む上で生活能力の維持、向上のため
の支援を要する知的・精神障がい者に対し訓練等を供与す
る。

180 21,764,211

就 労 移 行 支 援 一般企業等への就労を希望する人に、必要な知識及び能力
の向上のための訓練を行う。 441 63,283,411

就 労 継 続
支 援 Ａ 型

一般企業等への就労が困難な障がい者に対し、ޏ用契約を
締結した上で、働く場を提供し、生産活動等を通じて知識
及び能力の向上のための訓練を行う。

368 60,603,591

就 労 継 続
支 援 ̗ 型

一般企業等への就労が困難な障がい者に、働く場を提供
し、生産活動等を通じて知識及び能力の向上のための訓練
を行う。

3,320 443,435,867
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名 称 内 容 延べ人数（人） 金額（円）

就 労 定 着 支 援

就労移行支援等の利用を経て、一般就労へ移行した障がい
者で、就労に伴う環境変化により生活面の課題が生じてい
る人へ、相談を通じて生活面の課題を把握するとともに、
企業や関係機関等との連絡調整やそれに伴う課題解決に向
けて必要な支援を行う。

283 8,641,043

共 同 生 活 援 助 就労又は就労継続支援等の利用者で主に夜間、共同生活を
行う住居で、相談や日常生活上の援助を行う。 857 117,286,284

特例介護給付費及び
特例訓練等給付費

支給決定を受ける前に、緊急を要する場合など、やむを得
ず利用したサービスに対する給付 12 918,964

高 額 障 害 福 祉
サ ー ビ ス
等 給 付 費

同一世帯内に障害福祉サービス等を利用する者が複数いる
場合等に、1か月の世帯における利用者負担額が世帯基準
額を超過した場合に支給する。

6 119,173

特 定 障 害 者
特 別 給 付 費

施設入所者のうち低所得者に係る食費、光೤水費の負担を
軽減するための給付 2,768 31,189,774

特 例 特 定
障 害 者 給 付 費

支給決定を受ける前に、緊急を要する場合など、やむを得
ず利用したサービスに対する特定障害者特別給付費に係る
給付

0 0

地 域 相 談 支 援
給 付 費

一般相談支援事業所による地域（移行・定着）相談支援の
提供に対する給付 0 0

計 画 相 談 支 援
給 付 費

指定特定相談支援事業によるサービス等利用計画案作成に
対する給付 1,609 21,840,921

療養介護医療費 医療介護に係る医療に要した費用を支給 300 21,698,165

やむを得ない事
由 に よ る ા 置

支援を必要とする者が、やむを得ない事由により、支援費
の支給を受けることがஶしく困難であると認める場合にા
置を行う。

0 0

合 計 17,871 1,926,912,915

（2）自立支援医療事業
身体障がい（児）者の身体の機能障害を除去又は軽減する手術等の治療を行うことで、確実に効果が

期଴できる者を対象に自立支援医療費（更生・育成医療）の給付を行いました。

区　分
人数及び医療費 一 般 心臓機能障害 じん臓機能障害 合 計

ߋ
ੜ

受給者数（人） 17 0 48 65
医 療 費（ 円 ） 4,477,866 0 73,492,801 77,970,667

ҭ
੒

受給者数（人） 4 1 0 5
医 療 費（ 円 ） 39,424 6,880 0 46,304

（3）補装具費支給事業
障害を補うための補装具の購入又は修理が必要な障がい（児）者に対して、次のとおり補装具費を支

給しました。

名 称 区 分 件 数（ 件 ） 金 額（ 円 ）

補 装 具 費
購 入 160 17,210,726
修 理 91 4,109,403

合 計 251 21,320,129

（4）地域生活支援事業
障がい（児）者の自立と社会参加を支援する目的で次のとおり実施しました。
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ア　障害者自立支援に係る講習会開催
・点字講習会（一般）	 講座回数5回	 受講者	 6人
・点訳者養成	 講座回数13回	 受講者	16人
・手話奉仕員養成講座（基礎）	 講座回数26回	 受講者	 9人
・手話講座（一般）	 講座回数6回	 受講者	10人
・ガイドヘルパー講習会	 講座回数4回	 受講者	15人
・SPコード講習会	 ษ強会17回	 受講者	 9人

成果等
講習会開催により、点訳者及び手話通訳者の養成と、音訳者及びガイドヘルパーのスキルアップを図る

とともに、障がい者についての理解を深めることができました。
イ　委　託

名 称 内 容 延べ利用
人数（人） 金額（円） 委 託 先 契約方法

相談支援事業

障がい者、障がい児の保護者又は
障がい者等の介護を行う者などか
らの相談に応じ、必要な情報提供
やݖ利擁護のために必要な援助を
行う。

24,007
15,600,000 社会福祉法人富士宮市

社 会 福 祉 協 議 会 随意契約

9,357,500 社 会 福 祉 法 人
富 士 ް 生 会 随意契約

合　　　　　　　計 24,957,500

地域活動支援
センター事業

障がい者等を通わせ、創作的活動
又は生産活動の機会の提供、社会
との交流の促進等の便ٓを供与す
る。

7,016

19,242,220 社会福祉法人富士宮市
社 会 福 祉 協 議 会 随意契約

5,552,870 社 会 福 祉 法 人
昭 　 ོ 　 会 随意契約

1,555,200 社 会 福 祉 法 人
富 士 ް 生 会 随意契約

合　　　　　　　計 26,350,290

移動支援事業

屋外での移動が困難な障が
い者等に対し、外出のため
の支援を行う。

個別 1,325

437,240 特定非営利活動法人
ピ 　 ア 　 ケ 　 ア 随意契約

1,455,400 （有）り 　 ふ 　 れ 随意契約

861,040 社会福祉法人インクルふじ
生活介護事業所でらーと 随意契約

492,960 社会福祉法人富士宮市
社 会 福 祉 協 議 会 随意契約

84,980 （有）な 　 の 　 花 随意契約
397,230 （株）ニ チ イ 学 館 随意契約

87,320 特定非営利活動法人
ワーカーズコープເコープ 随意契約

5,360 （株） 絆　 ケ　 ア 随意契約
2,048,880 合同会社ハンクス 随意契約
498,050 合 同 会 社 ら ん ΀ 随意契約

合　　　　　　　計 6,368,460
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名 称 内 容 延べ利用
人数（人） 金額（円） 委 託 先 契約方法

日 中 一 時
支 援 事 業

障がい者等の家族の就労支援及び
障がい者等を日常的に介護してい
る家族の一時的な休息を目的とし
て、障がい者等の日中における活
動の場を提供する。

2,432

2,805,600 社会福祉法人富士旭出学園 随意契約

1,227,900 社会福祉法人֟ノ木会 随意契約

474,390 富 士 市 随意契約

5,779,160 社会福祉法人インクルふじ 随意契約

28,800 特定非営利活動法人
ピ 　 ア 　 ケ 　 ア 随意契約

22,800 特定非営利活動法人
い ず み 随意契約

46,800 社会福祉法人誠信会 随意契約

31,500 ㈱富士山ドリームビレッジ 随意契約

23,940 ㈱ リ ベ ル テ 随意契約

100,800 特定非営利活動法人
す て っ ΀ あ っ ΀ 随意契約

212,290 ㈱ ム ジ カ オ ハ ナ 随意契約

40,500
特定非営利活動法
人障がい者生活自
立・ 就 労 支 援 ス
クールふじのみや

随意契約

111,600 社 会 福 祉 法 人
富 士 ް 生 会 随意契約

238,580 ㈲ り ふ れ 随意契約

28,800 社会福祉法人信Ѫ会 随意契約

合　　　　　　　計 11,173,460

訪問入浴サー
ビ ス 事 業

重度身体障がい者に対する訪問入
浴車による入浴サービス 560 6,859,479 社会福祉法人天ཽް生会 随意契約

合　　　　　　　計 6,859,479

ウ　日常生活用具給付扶助費
身体障がい者の日常生活を容易にするための用具費を支給しました。
　日常生活用具給付　2,974件	 31,213,469円

6　ҨՈ଒౳援護費
ઓ຅者追ౣ式運営事業
日清・日࿐ઓ争から第二次世界大ઓまでにઓ຅した英ྶの死をౣみ、世界恒久平和をف念するઓ຅者追

ౣ式を実施しました。

名 称 概 要 金 額（ 円 ） 参 ྻ 者 数

富士宮市ઓ຅者追ౣ式 8月15日の終ઓの日に実施
場所　市民文化会館大ホール 570,151 遺族　　109人

来ෂ等　	 60人
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費ࡁٹ　7
行旅病人等援助事業
行旅死亡人・病人、旅費ܽ者及び生活困ځ者の援護を行いました。

区 分 行旅死亡人 行 旅 病 人 旅 費 ܽ 者 生活困ځ者 合 計

取 扱 人 数 （人） 1 1 11 19 32

金 額 （ 円 ） 59,893 14,070 5,500 455,254 534,717

8　࿝人෱ࢱ施設費
長生園運営事業
入居者が健康で安らかな生活を送ることができるよう施設運営に努めました。

（1）入居者の状況

区分

性別
令和元年度末
人 数 （ 人 ）

令　　和　　2　　年　　度
入所人数（人） 退所人数（人） 年度末人数（人） 年度末平均年齢 年度末平均在所期間

男 27 3 4 26 77歳5月 6年6月
女 23 2 2 23 83歳5月 6年3月
合計 50 5 6 49 80歳2月 6年5月

（2）ા置費内訳	 （単位：円）

管内別	 費目別 事 務 費 生 活 費 合 計

富 士 宮 市 96,014,980 31,258,927 127,273,907

（3）指定管理者による管理

名 称 概 要 金　額　（円） 指 定 管 理 者
長生園管理運営業務 管理運営 127,273,907 社会福祉法人富士ް生会

成果等
長生園の、より効率的な管理運営と入所者へのサービス向上を図るため、平成18年度から指定管理者制

度を導入しています。類ࣅ施設の運営実੷がある法人が管理運営に当たることにより、入所者に対しきめ
細やかなサービスを提供することができました。

（4）工事（令和元年度繰越明許分）

名 称 工種・概要 金額（円） 受 注 者 契 約 方 法
長生園園舎改修工事 和室 6部屋の改修 12,133,000 佐野藤建設株式会社 公募型指名競争入札

成果等
居室の入口の段差を解消することで、入所者の安全を確保しました。あわせて、ベッドでの生活に合わ

せた居室に改修し、入所者の利便性の向上を図りました。
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9　国民年金事務費
（1）国民年金被保険者数（令和 3年 3月 31 日現在）	 （単位：人）

項 目 男 女 合 計
第 1 号 被 保 険 者 6,869 6,166 13,035
任 意 加 入 被 保 険 者 48 65 113
第 3 号 被 保 険 者 76 7,612 7,688

合 計 6,993 13,843 20,836

（2）第 1号被保険者の異動状況	 （単位：人）

取 得 喪 失 転 入 転 出
4,641 4,611 583 894

（3）保険料
໔除等の状況	 （単位：人）

第1号被保険者 法定໔除 申請໔除 学生納付特例 納付༛予 ໔除者合計 ໔除率
13,035 1,076 2,172 1,389 553 5,190 39.8％

※　申請໔除の内容（全額・̏ʗ̐・൒額・1ʗ̐໔除）

（4）相談（届出等含む。）
国民年金に関する相談等受付	 （単位：件）

窓 口（ 来 訪 ） 電 話 郵便（メール含む。） 合 計
8,620 2,150 35 10,805

10　介護予防支援事業ॴ運営費
介護予防支援事業所運営事業
介護予防支援事業所の指定を受けた富士宮市地域包括支援センターが、要支援者の自立支援のために

作成する介護予防サービス・支援計画の作成業務の一部を居宅介護支援事業所に委託しました。

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契 約 方 法

介護予防支援業務 介護予防サービス・
支援計画作成等 1,237,815 医療法人社団一就会ほか

21 法人 随意契約
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第2節　ࣇಐ෱ࢱ費

総務費ࢱಐ෱ࣇ　1
（1）児童扶養手当支給事業

ひとり親家庭若しくは両親のいずれかに重度の障がいがある世帯又はこれらの状況に準ずる世帯で児
童扶養手当法に該当する者に対し、児童扶養手当を支給しました。
　支給世帯数及び支給額
支給世帯数　914世帯（令和2年度末現在）
支 給 総 額 　4億7,429万6,750円

（2）母子家庭等自立支援事業
母子家庭の母又は෕子家庭の෕の就業に有利な資格取得や能力開発に向けた取組を支援しました。

ア　自立支援教育訓練給付金
経理事務、ホームヘルパーなど教育訓練給付金の対象となる講座を受講した母子家庭の母及び෕子

家庭の෕に対して自立支援教育訓練給付金を支給
給付額：支給対象者が講座受講のために支払った教育訓練経費の6割相当額
（上限20万円、下限1万2,000円、受講終了後に申請に基づき給付）
支給人数　3人
支給総額　13万2,173円

イ　高等職業訓練促進給付金等
ア　資格取得のため1年以上養成機関で修業した場合に生活費の負担軽減のため支給
（上限10万円ʗ月）
支給人数　2人
支給総額　288万円

イ　修了支援給付金（上限5万円）
支給人数　1人
支給総額　5万円

成果等
訓練促進給付金等の支給により、就職の際に有利な言語聴覚士資格を取得。母子家庭の母の就業につながりました。

（3）児童遊園管理事業
子供の遊び場である児童遊園（73か所）の良好な環境を保つため、遊具の点検、修繕等を行い、その

整備を図りました。

（4）放課後児童健全育成事業
ア　委　託
保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、授業の終了後等に小学

校の༨༟教室等を利用して適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図るため、地域の児
童クラブ育成会等へ委託し、放課後児童健全育成事業を実施しました。
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委 託 先　	黒田児童育成会、富丘児童育成会、社会福祉法人ᘚ寿会、野中東子どもBASE児童クラブ育
成会、΀らどーむ児童クラブ育成会、΀らどーむ第2児童クラブ育成会、ジュニアハウス児
童クラブ育成会、ジュニアハウス第2児童クラブ育成会、上野児童クラブ育成会、白糸学童
育成会、吉美児童育成会、あおぞら児童クラブ育成会、北山児童クラブ育成会、ひがし児童
クラブ育成会、21世ل児童クラブ育成会、根北児童クラブ育成会、貴船児童クラブ育成会、
上井出児童クラブ育成会、とがみえん児童クラブ育成会、とがみえん北児童クラブ育成会、
なかよし西児童クラブ育成会、やまびこ児童クラブ育成会、ゆのっ子児童クラブ育成会、	
たけの子児童クラブ育成会、山宮子ども育成会、富士山子どもBASE児童クラブ育成会

委託金額　2億2,410万1,629円
児 童 数　1,106人
イ　工　事

名 称 工 種 ･ 概 要 金額（円） 受 注 者 契 約 方 法

令 和 2 年 度 富 丘
第 1 ・ 第 2 児 童
ク ラ ブ 建 設 工 事

軽量鉄骨造
2階建て延床面積　265.00㎡ 71,577,000 ㈱三与建設 制 限 付 き

一般競争入札

ウ　ひとり親家庭等放課後児童クラブ利用料助成
児童扶養手当又は生活保護を受給しているひとり親家庭等のうち、放課後児童クラブに通う児童を

؂護している家庭に対し、利用料の൒額助成（1月当たり上限3,000円）を実施しました。
支給人数　120人
支給総額　380万6,370円

成果等
市内21小学校区中18小学校区に放課後児童クラブを設置し、児童の健全な育成を図りました。

（5）児童保護ા置事業
ア　児童養護施設等への入所
養護にܽけている児童、家庭環境にܙまれない児童、非行やその傾向にある児童、不登校の児童

等、児童が置かれている様々な環境や問題行動を改善して、その福祉を向上させるため、民生委員・
児童委員、主任児童委員、小・中学校、教育委員会等との密接な連携のもと家庭児童相談室での指導
を重Ͷ、県富士児童相談所とともにા置などを実施しました。

施設入所児童数	 （単位：人）

児童養護施設 児童自立支援施設 乳児院 知的障害児施設 児童心理治療施設 里　親 合　計

9 0 6 8 2 4 29

イ　母子生活支援施設への入所
児童福祉法第23条に規定する母子生活支援施設を5世帯15人が利用しました。

（6）ファミリー・サポート・センター事業
乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の労働者や主්等を会員として、児童の預かりの援助を受

けたい人（委託会員）と当該援助を行いたい人（受託会員）との相互援助活動に関する連絡、調整を行
うことにより、地域における育児の相互援助活動を推進するとともに、多様なニーズへの対応を図るた
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め、直営でファミリー・サポート・センター事業を実施しました。
　登録会員数　728人（令和2年度末現在）
　委託会員数　475人　受託会員数　220人　両方会員数　33人

活動実੷	 （単位：回）

区　分
保育施設の保育開
始時や保育終了後
の子どもの預かり

保育施設まで
の送迎

放課後児童クラ
ブ終了後の子ど
もの預かり

学校の放課後
の子どもの預
かり

葬祭や他の子どࠗף
もの学校行事の際の
子どもの預かり

買い物等外出
の際の子ども
の預かり

その他 合 計

活動回数 51 815 0 10 4 13 3,246 4,139

ファミリー・サポート・センター援助活動利用料助成
ひとり親の低所得世帯に対し、利用料の൒額助成を実施しました。
　対象者　7人　29万6,570円

（7）遺児福祉手当支給事業
交通事ނ等で両親を失った遺児に対して、1人月額5,000円を支給しました。
　対象人数　2人
　支給額　　12万円

（8）　子ども健全育成事業
ア　あそびの教室
地域に฻らす子ども同士、親同士がともに集い、互いに交流を深めることを目的として、ボラン

ティアや体操講師による歌、紙芝居、工作、体操などの遊び全般を実施しました。
実施期間　令和2年8月26日から令和3年3月17日まで
　　　　　毎週水曜日（夏・冬・春季に休みあり。祝日を除く。）（全27回）
　　　　　　※　新型コロナウイルス感染拡大防止のため4月〜8月5日は中止
実施場所　大富士交流センター
対　　象　未就学児と付添いの方
参加人数　子ども598人・大人563人（延べ人数）

イ　おもちゃ病院
壊れたおもちゃを直すことで、物を大切にする心や工෉するتびを子どもや保護者に伝え育てるこ

とを目的とし、ボランティアグループ「ふじ山子どもおもちゃ病院」の会員に依པし実施しました。
実 施 日　令和2年10月18日から令和3年3月21日までの第3日曜日（全4回）
　　　　　　※	　新型コロナウイルス感染拡大防止のため令和2年4月〜9月及び令和3年1〜2月は中止
実施場所　大富士交流センター
受付件数　65件
修理個数　41個

ウ　子ども演ܶまつり
日頃、生の演ܶにふれる機会の少ない子どもたちのために2団体（影絵ܶ団いちばん星・௴家人形ܶ

場）による人形ܶやੇܶの公演を実施しました。
実 施 日　令和2年11月1日、7日、28日
実施場所　総合福祉会館、東小学校、山宮小学校
観 客 数　延べ245人
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エ　秋の子どもまつり（代替事業「子どもわくわく広場」）
子どもたちに創作活動や伝ঝ遊びを始め、日頃なかなか接することの少ない遊びを提供する「秋の

子どもまつり」を実行委員会に委託し例年実施していましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため中止しました。代替ા置として、規模を縮小した「子どもわくわく広場」を社会教育課主催で実
施しました。
実 施 日　令和2年10月25日
実施場所　総合福祉会館
内　　容	　各種クラフト、運動あそび
参 加 者　116人

（9）　児童館建替事業
委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契 約 方 法
令 和 2 年 度 （ 仮 称 ）
富士宮市児童館設計業務

（仮称）富士宮市
児童館設計業務 10,709,400 ㈱アルファ設計 指名競争入札

成果等
児童館の建て替えのため、設計業務を行いました。

ಐख当費ࣇ　2
児童手当支給事業
中学校修了前の子どもを養育している保護者を対象に手当を支給しました。
区分別延べ対象児童数及び支給額

区 分 延べ対象児童数（人） 支給額（円） 概 要
3 歳 未 満 児 童 手 当 26,815 402,225,000 3歳未満	 15,000円ʗ月

小学校修了前	 10,000円ʗ月
小学校修了前第̏子以降	 15,000円ʗ月
中学生	 10,000円ʗ月
特例給付	 5,000円ʗ月

小学校修了前児童手当 111,764 1,187,030,000
中 学 生 児 童 手 当 39,573 395,730,000
特 例 給 付 8,756 43,780,000

3　Ոఉࣇಐ૬ஊ員費
（1）家庭児童相談事業

家庭における児童の適正な養護、家族関係の回復、不登校等の就学不適応児童への指導、障がい児等
の相談や指導等を行い、社会生活、家庭生活へのॱ応と資質の向上に努めました。	 （単位：件）

性格・生活習慣等 知能・言語 学校生活等 非　行 家族関係 環　境 心身障がい その他 合　計

244 53 2,290 97 2,427 1,423 530 548 7,612

（2）児童ٮ଴相談の状況
児童ٮ଴の通報等を受けた場合は、児童の安全確認を48時間以内に行い、家庭からの分離が必要な場

合は、県富士児童相談所に通告するといった対応をとっています。
なお、令和2年度のٮ଴通告受理件数は43件です。
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Ͳ΋医療ॿ成費ࢠ　4
（1）子ども医療費助成事業
　子どもの医療費の軽減を図り、健やかな成長に寄与するため、医療費を助成しました。
区分別給付件数及び助成額
区 分 対 象 者 給付件数（件） 助 成 額（ 円 ）
通 院 0 歳 〜 1 8 歳 203,606 303,230,129
入 院 0 歳 〜 1 8 歳 1,093 112,826,148
合 計 204,699 416,056,277

（2）未ख़児養育医療給付事業
未ख़児に対する養育に必要な医療の給付を行いました。

区 分 交 付 認 定　（ 人 ） 給付件数（件） 給 付 額（ 円 ）
未ख़児養育医療 22 63 7,203,745

5　฼ࢠՈఉ౳医療ॿ成費
母子家庭等医療費助成事業
ひとり親家庭若しくは両親のいずれかに重度の障がいがある世帯又はこれらの状況に準ずる世帯で、20

歳未満の者及びその養育者に医療費を助成しました（所得税が非課税の世帯に限る。）。
　母子家庭等医療費助成　1万440件　2,348万9,196円

6　৺਎োࣇ֐෱ࢱ費
（1）重症心身障害児童扶養手当支給事業

特別児童扶養手当等の支給に関する法律施行令（昭和50年政令第207号）別表第1の1級の項に規定する
障害の状態にある20歳未満の者の෕母又は養育者に対し、次のとおり手当を支給しました。

区 分 月 額　（円） 延べ人数	（人） 金 額　（円）
重症心身障害児童扶養手当 3,800 1,438 5,464,400

（2）障害児支援事業

名 称 内 容 延べ人数	（人） 金額　（円）

児 童 発 達 支 援 未就学障がい児に対する日常生活の基本動
作、知識技能の付与、集団生活適応訓練 516 66,966,911

放課後等デイサービス 就学障がい児の放課後又は休業日に、生活
能力向上に必要な訓練や交流促進を行う。 7,108 724,377,461

保 育 所等訪問支援
保育所等を訪問し、障がい児に対して、障
がい児以外との集団生活への対応のための
専門的な支援、その他必要な支援を行う。

6 279,183

障害児相談支援給付費 障がい児の通所サービスの利用計画（障害
児支援利用計画等）を作成 723 12,282,511

高額障害児通所給付費 利用者負担額の合計が、一定の基準額を超
えた場合に、超えた分の額を助成 20 621,878

や む を 得 な い
事 由 に よ る ા 置

支援を必要とする者が、やむを得ない事由
により、支援費の支給を受けることがஶし
く困難であると認める場合にા置を行う。

0 0

特別支援学校等の臨時
休業に伴う放課後等
デイサービス支援事業

休校に伴う利用者負担額の増額分 36 158,335

合 計 8,409 804,686,279
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7　療育支援センター費
（1）相談事業

ことばの஗れ、多動等の発達について心配を抱えている幼児と保護者に対して、相談を実施しました。
	 （単位：人）

発達の相談 ことばの相談 うごきの相談 療 育 の 相 談 合 計
新 規 相 談 105 38 15 6 164
継 続 相 談
（ 再 評 価 ） 69 35 39 0 143

（2）療育事業
早期療育として、集団指導及び個別指導を実施しました。

実人数（人） 回　数　（回） 延べ人数（人）
集 団 118 199 1,291

個別
こ と ば 56 483 483
運 動 84 516 516
その他 86 529 529

（3）連携事業
関係機関と連携して、医師による相談会などの事業を実施しました。

名 称 回 数（ 回 ） 人 数（ 人 ）
医 師 相 談 4 6
療 育 相 談 17 （延）82
ホースセラピー 4 68

保育園・幼稚園などの園訪問（園支援）事業を実施しました。

回 数（ 回 ） 実人数（人） 延べ人数（人）
園訪問（園支援） 144 237 285

（4）研修事業
関係機関（保育園、幼稚園及び事業所）のै事者・保護者を対象に研修会等を開催しました。

ア　療育支援に関する研修会

月 日 演 題 講 師 名 対 象 参加者数
	7月3日 

療育支援
〜医療でできること、できな
いこと、したいこと〜

富士宮市立病院
小児科医
森岡景子　先生

保 護 者 37人

11月8日 
保育士・幼稚園経論・
事業所・関係機関
支援者等

56人

イ　療育支援講座（講師：療育支援センター職員）

日 時 演 題 対 象 参 加 者 数

	7月31日  気になる子を理解するために〜発達障害概論〜	
あすなろ園の紹介

幼稚園
保育園
認定こども園
小規模保育所
企業主導型保育所
関係機関支援者

等

29人

	 8月28日  ことばの育ちを支えるために 29人
	 9月25日  みんなが過ごしやすい環境と遊びの工෉ 30人

10月30日  感覚を育む遊びのアイデア 29人
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8　োࣇ֐௨ॴ施設費
あすなろ園運営事業
障害児通所施設富士宮市立あすなろ園において、未就学障がい児に対して、集団生活を通じて、生活に

必要な習慣の֫得や、発達を促すための療育指導を行いました（定員30人、通所児童24人）。

ಐ保育費ࣇ　9
（1）地域子育て支援センター運営事業

地域において子育て親子の交流等を促進する子育て支援拠点の設置を推進することにより、地域の子
育て支援機能の充実を図り、子育ての不安感等を؇和し、子どもの健やかな育ちを支援することを目的
とし、直営及び委託により、地域子育て支援センター運営事業を実施しました。
直営　西保育園、大宮保育園、富士根保育園
委託　野中こども園、外神あけぼの保育園、認定こども園芝川リズム、富士宮市社会福祉協議会

ア　委託金額　3,132万9,000円
イ　事業実੷
利用者　延べ1万7,937人
利用実੷

相談 講座 サークル

開設日数（日） 延べ利用者（人） 面接相談（件） 電話相談（件） 回数（回） 延べ人数（人） 回数（回） 延べ人数（人）

富士根 188 2,688 131 3 78 298 0 0

西 192 2,209 229 5 200 640 0 0

大宮 195 3,156 139 5 121 410 0 0

野中 225 1,350 102 9 0 0 2 26

外神 212 1,062 36 0 32 142 0 0

芝川 241 1,003 92 41 0 0 0 0

社協 242 6,469 1,049 141 14 384 0 0

合計 1,495 17,937 1,778 204 445 1,874 2 26

（2）施設型保育事業
ア　私立保育所運営費補助
私立保育所の運営の円滑化と児童の福祉を充実するため、次のとおり補助しました。
	 （単位：円）

区　　　　　分 金　額 ఠ　　　要
民 間 保 育 所 運 営 費 103,522,580 	 （県）31,688,525	 （市）71,834,055
্
記
ͷ
内
訳

認 可 保 育 所 分 103,486,580 	 （県）	31,688,525	 （市）71,798,055

認 可 外 保 育 所 分 36,000 	 （県）	 0	 （市）	 36,000

イ　私立保育所特別保育事業費補助
ア　保育所地域活動事業
保育所の有する専門的機能を活用し、地域のध要に応じた幅広い活動を推進することにより、児

童福祉の向上を図りました。
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イ　延長保育事業
延長保育のध要に対応するため、延長保育に取り組む保育所を支援し、児童福祉の増進を図りました。

ウ　一時預かり事業
緊急又は一時的な保育に対するध要に対応し、児童福祉の増進を図りました。

（単位：円）

事業名

施設名

保 育 所 地 域 活 動 事 業 Ԇ
௕
อ
ҭ
ࣄ
ۀ

一
࣌
༬
͔
Γ
ࣄ
ۀ

ੈ
୅
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ަ
ྲྀ

ҟ
年
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児
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ҭ

児

ߨ

࠲

ҭ
児
ͱ
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ԉ

ࣄ

ۀ

஍
Ҭ
ಛ
ੑ
ʹ
Ԡ

͡
ͨ
อ
ҭ
ध

ཁ
΁
ͷ
ର
Ԡ

外 神 あ け ぼ の
保 育 園 200,000 100,000 − − 220,000 300,000 −

認 定 こ ど も 園
芝 川 リ ズ ム 145,000 155,000 − − − 748,800 211,200

認 定 こ ど も 園
青 木 リ ズ ム 180,000 170,000 − − − 837,294 62,400

認 定 こ ど も 園
ふじキンダー学園 22,880 100,250 − − − 1,404,027 −

認 定 こ ど も 園
リーチェル幼稚園 − − − − − 640,750 −

大 中 里 こ ど も 園 − 181,408 234,000 − − 636,600 33,600

東 こ ど も 園 234,000 − 234,000 − − 1,728,624 168,000

野 中 こ ど も 園 − − − − − 430,900 211,200

富 丘 こ ど も 園 234,000 234,000 − 234,000 − 300,000 28,800

小 泉 こ ど も 園 185,000 − 234,000 − − 706,270 −

認 定 こ ど も 園
宮 原 学 園 120,000 5,000 − − − − 2,207,140

に こ に こ え ん − − − − − 360,660 −

Ѫ 育 託 児 所 − − − − − 140,670 −

ウ　施設型保育事業扶助費（受託児童を含む。）
保護者の委託を受けて保育の必要性のある乳幼児の保育を実施するため、私立保育所等に扶助費を

支払いました。
在園児数（令和2年度末現在）	 （単位：人）

̌歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合　計

97 185 223 317 296 292 1,410
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扶助費

施 設 名 金　　　 額　　　（ 円 ）
外 神 あ け ぼ の 保 育 園 83,930,710
認 定 こ ど も 園 芝 川 リ ズ ム 76,276,422
認 定 こ ど も 園 青 木 リ ズ ム 105,988,292
認定こども園ふじキンダー学園 164,925,210
認定こども園リーチェル幼稚園 87,943,890
認 定 こ ど も 園 宮 原 学 園 66,073,160
東 こ ど も 園 143,665,350
野 中 こ ど も 園 93,810,537
大 中 里 こ ど も 園 71,788,360
富 丘 こ ど も 園 76,897,970
小 泉 こ ど も 園 104,837,090

エ　他市委託保育扶助
保護者が市外へ勤務する等家庭の事情による乳幼児の保育を富士市等に委託しました。
　委託保育所数　富士市杉の木保育園ほか24園
　委託延べ人数　419人

オ　受託児童保育扶助
富士宮市以外の住民が富士宮市へ勤務する等家庭の事情による乳幼児の保育を受託しました。
　受託保育所数　富士根保育園ほか16園
　受託延べ人数　742人

（3）地域型保育事業
ア　地域型保育事業扶助費（受託児童を含む。）
保護者の委託を受けて保育の必要性のある乳幼児の保育を実施するため、小規模保育所に扶助費を

支払いました。
ア　在園児数（令和2年度末現在）	 （単位：人）

0歳児 1歳児 2歳児 合計
35 56 45 136

イ　扶助費

施 設 名 分 類 金　　額　　（円）
た ん ぽ ぽ 園 小規模保育A型 33,796,890
パ ロ ッ ト 小規模保育A型 22,726,510
に こ に こ え ん 小規模保育A型 34,383,290
だ ん で ら い お ん 小規模保育A型 27,467,040
΀ く ΀ く 保 育 室 小規模保育A型 38,153,540
Ѫ 育 託 児 所 小規模保育B型 29,499,420
プティット富士宮保育園 小規模保育B型 25,314,420
私立宮原学園さくら組 小規模保育B型 29,945,600

イ　他市委託保育扶助
市外の地域型保育事業を実施する園に乳幼児の保育を委託しました。
　委託地域型保育所数　保育所ちびっこハウス富士松本園ほか4園
　委 託 延 べ 人 数　81人
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（4）子育てのための施設等利用事業
ア　認可外保育施設等利用扶助費
幼児教育・保育の無償化により、保育が必要な子が認可外保育施設や一時預かり保育等を利用した

際に保護者が支払った利用料相当額を市から保護者に支払いました。
令和2年度は、認可外保育施設を利用した4人に対し、593,300円支払いました。

イ　認定こども園等預かり保育扶助費
幼児教育・保育の無償化により、保育が必要な子が幼稚園や認定こども園で預かり保育を利用した

際の利用料を保護者に代わり各施設に支払いました。
ア　利用者数（令和2年度末現在）	 （単位：人）

3 歳 児 4 歳 児 5 歳 児 合 計
幼 稚 園 95 115 116 326
認 定 こ ど も 園 11 21 27 59

イ　扶助費

施 設 名 分 類 金　 額　（ 円 ）
富 士 宮 東 幼 稚 園 幼 稚 園 211,400
富 士 宮 北 幼 稚 園 幼 稚 園 568,550
に し ふ じ の み や 幼 稚 園 幼 稚 園 2,651,850
西 ヶ 丘 幼 稚 園 幼 稚 園 3,039,300
上 野 幼 稚 園 幼 稚 園 213,350
富 士 宮 聖 母 幼 稚 園 幼 稚 園 552,300
万 野 幼 稚 園 幼 稚 園 563,400
黒 田 幼 稚 園 幼 稚 園 1,823,950
杉 田 幼 稚 園 幼 稚 園 274,500
富 士 リ ズ ム 幼 稚 園 幼 稚 園 10,000
加 藤 学 園 幼 稚 園 幼 稚 園 11,200
い ま い づ み 幼 稚 園 幼 稚 園 11,650
認 定 こ ど も 園 芝 川 リ ズ ム 認 定 こ ど も 園 95,600
認 定 こ ど も 園 青 木 リ ズ ム 認 定 こ ど も 園 748,350
認定こども園ふじキンダー学園 認 定 こ ど も 園 112,650
認定こども園リーチェル幼稚園 認 定 こ ど も 園 596,650
大 中 里 こ ど も 園 認 定 こ ど も 園 163,650
東 こ ど も 園 認 定 こ ど も 園 71,350
た か お か こ ど も 園 認 定 こ ど も 園 8,550
認 定 こ ど も 園 ॶ 幼 稚 園 認 定 こ ど も 園 9,700
認定こども園富士見台リズム 認 定 こ ど も 園 21,300
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10　保育ॴ費
（1）保育所運営事業

市立保育園では、保護者の委託を受け、保育の必要性のある乳幼児の保育を実施しました。また、特
別保育事業を実施し、健全な児童の育成と、保護者の利便を図りました。
在園児数（令和2年度末現在）	 （単位：人）

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計
46 139 154 244 223 216 1,022

特別保育事業
ア　延長保育事業
大宮保育園、粟倉保育園、明星保育園、大富士保育園、大岩明ྙ保育園、富士根保育園及び西保

育園で延長保育（標準時間）を実施し、市立13園で延長保育（短時間）を実施しました。
延べ利用児童数　1,082人　延べ利用日数　4,798日　稼働日数　292日
通常の場合の開所時間　午前7時00分〜午後6時00分
延長保育（標準時間）　午後6時00分〜午後6時30分
延長保育（短時間）　　午前7時00分〜午前8時30分
　　　　　　　　　　　午後4時30分〜午後6時30分

イ　一時預かり事業
緊急又は一時的な保育に対応するため、市立13園で一時預かり事業を実施し、児童福祉の増進と

保護者の心理的負担の軽減を図りました。
延べ利用人数　432人　　　延べ利用日数　1,895日

ウ　病後児保育事業
大宮保育園では、病気回復期の乳幼児及び児童を保育する病後児保育を実施しました。
延べ利用人数　19人　　　延べ利用日数　157日

（2）市立保育園長寿命化改修工事
大富士保育園

名 称 工 種 ・ 概 要 金額（円） 受 注 者 契 約 方 法

防 水 工 事 陸屋根・外壁防水工事 52,800,000 ㈱ 旭 建 設 事前審査型制限付き
一 般 競 争 入 札

特別給付金給付事業費࣌育ͯੈଳྟࢠ　11
新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯の生活を支援する取組の一つとして、児童手当

を受給する世帯（0歳から中学生までの子のいる世帯）に対し、子育て世帯臨時特別給付金として、児童1人
当たり1万円を国庫補助により支給しました。

成果等
支給対象者9,973世帯（対象児童1万6,685人）に対し、合計1億6,685万円を給付しました。

特別給付金給付事業費࣌ಐැཆख当受給者ྟࣇ　12
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、ひとり親家庭等への生活支援を行う取組として、富士宮市

独自の施策として、児童扶養手当を受給している世帯に対し、児童扶養手当受給者臨時特別給付金とし
て1世帯当たり2万円と対象児童1人につき1万円を支給しました。
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成果等
児童扶養手当世帯955世帯（対象児童1,440人）に対し、合計3,350万円を給付しました。

13　ͻͱり਌ੈଳྟ࣌特別給付金給付事業費
新型コロナウイルス感染症の影響により、子育てと仕事を1人で担う低所得のひとり親世帯に、子育て負

担の増加や収入の減少に対する支援を行うため、ひとり親世帯臨時特別給付金を国庫補助により支給しまし
た。
基本給付として、1世帯当たり5万円、第2子以降の児童については1人当たり3万円、さらに、家計が急変

した世帯には追加給付として受給者1人当たり5万円を上乗せしました。
また、ひとり親世帯は、その生活実態が依然としてݫしい状況にあったため、基本給付の支給対象者に対

し、基本給付を再支給しました。

成果等
基本給付　1,151世帯　第2子以降分対象児童数　597人　追加給付分954人
再支給　1,151世帯　第2子以降分対象児童数　597人
合計1億9,862万円を支給しました。

第3節　ੜ׆保護費
ੜ׆保護総務費
生活保護事業
令和2年度における生活保護相談件数は166件で、生活保護の開始は87件、廃止は108件でした。その結

果、年度末現在の保護世帯数は520世帯、636人となりました。その開始理由は、世帯主の傷病及び預ஷ金
の減少が主なものでした。
生活保護世帯については、民生委員児童委員等の協力を得て、個々の実態にଈした自立更生のための指

導に努めました。
なお、生活保護世帯は、類型別区分においては高齢者世帯が全体の53.49パーセントと最も多く、また、

全体の82.35パーセントが単身者世帯であり、依然として大きな割合を占めています。
扶助費の月平均の支給額は、1世帯当たり16万8,694円、1人当たり13万7,552円となっています。

（1）生活保護世帯類型別状況（年間延べ世帯数）

区 分
障害者・傷病者 高 齢 者 母 子 そ の 他 合 計

世 帯 数 ൺ率（％）世 帯 数 ൺ率（％）世 帯 数 ൺ率（％）世 帯 数 ൺ率（％）世 帯 数 ൺ率（％）

2人以上 321 5.10 291 4.62 237 3.77 262 4.16 1,111 17.65

単　身 1,701 27.03 3,076 48.87 406 6.45 5,183 82.35

合　計 2,022 32.13 3,367 53.49 237 3.77 668 10.61 6,294 100.00
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（2）生活保護扶助費別実施状況

区 分 年 間 延 べ
世 帯 数

年 間 延 べ
人 数（ 人 ）

支 給 金 額
（円）

支給総額に
対 す る
割 合（％）

̍ 世 帯
月 平 均
支給額（円）

1 人月平均
支給額（円）

生 活 扶 助 5,005 6,202 274,707,328 25.87 54,887 44,293

住 宅 扶 助 4,917 6,031 159,777,462 15.05 32,495 26,493

教 育 扶 助 195 275 2,592,871 0.24 13,297 9,429

介 護 扶 助 1,451 1,513 38,926,462 3.67 26,827 25,728

医 療 扶 助 6,056 7,311 569,427,361 53.63 94,027 77,886

出 産 扶 助 0 0 0 0 0 0

生 業 扶 助 122 125 2,240,232 0.21 18,363 17,922

葬 祭 扶 助 7 7 1,872,298 0.18 267,471 267,471

施設事務費 60 60 11,785,543 1.11 196,426 196,426

就労自立給付金 9 9 432,657 0.04 48,073 48,073

進学準備給付金 0 0 0 0 0 0

合 計 17,822 21,533 1,061,762,214 100.00




